
国際ロータリー第２７５０地区 ２０２４～２５年度

補助金管理セミナー



２０２４-２５年度
補助金管理セミナー

２０２４年２月６日

地区補助金について



補助金委員会の役割

１．ロータリー財団の地区補助金を利用するにあたってのルー
ルがあります。

２．提出書類等もいくつか必要です。

３．地区内のクラブの皆さんがスムーズに地区補助金を利用し

ていただくお手伝いをします。



地区補助金（ＤＧ）とは
地域社会、海外でその地域のニーズを満たす
短期のプロジェクト（人道的、教育的、環境保全
等）に使用できる補助金です。



地区補助金のスケジュール

2023-24年度分 2024-25年度

2月6日 補助金管理セミナー

4月１日 補助金受付開始

4月末 プロジェクト終了期限

5月末 報告書最終締め切り 補助金受付締め切り

6月末 2750地区報告書TRFに提出

TRFに補助金申請

8月 承認後、プロジェクト開始

補助金振り込み

2025/4月末 プロジェクト終了

2025/5月末 報告書最終締め切り

2026/6月末 2750地区報告書TRFに提出



補助金プログラム クラブの参加資格認定

次の3つの項目を満たしているクラブ

１．３年前の年次基金への一人あたりの平均寄付額が０
でないクラブ

２．2024-25年度の補助金管理セミナーを受講したクラブ

３．2024-25年度、地区とのＭＯＵ(クラブの覚書）を締結して

いるクラブ



ローターリークラブの支給基準

3年前のクラブの寄付実績を元に

①一人当たりの年次基金150ドル未満 2000ドルまで

但し、３年前のクラブ寄付金総額を限度とする

②一人当たりの年次基金150ドル以上250ドル未満 3000ドル

 一人平均が250ドル以上350ドル未満 3300ドル

 一人平均が350ドル以上450ドル未満 3600ドル

 一人平均が450ドル以上550ドル未満 3900ドル

 一人平均が550ドル以上650ドル未満 4200ドル

 一人平均が650ドル以上     4500ドル

③3部門達成だと1000ドル上乗せ

④クラブ寄付合計が20,000ドル以上だと1000ドル上乗せ



ローターアクトクラブの支給基準

１．初年度（2022-23年度）

各アクトクラブ 上限１５００ドル

２．2023-24，2024-25年度

前年度の寄付０クラブ以外は上限１５００ドル

３．2025-26年度

３年前の目標達成クラブの上限を１５００ドル

寄付未達（０でない）クラブの上限を１０００ドル

尚、恒久基金を除きロータリークラブ並みの寄付が

行われた場合にはロータリークラブの支給基準に

準ずる（会員数１０名以上）



補助金支給の条件と注意点

１．ロータリアンが積極的、直接的に参加するプロジェクトであること

(ロータリーのプロジェクトである事が目に見えて識別できること）

２．クラブ拠出金の支出をお願いします。金額は問いません。

３．プロジェクトの実施は、2024年8月1日以降で、最終実施日は2025年4月30

日までとします。この期間以外のプロジェクトに関する支払いはできません。

４．補助金支給金額はあくまでも上限とし、ご自身のクラブが必要とする

補助金申請をお願いします。

５．報道機関、クラブ会報、Ｗｅｂサイト等でプロジェクトを広報してください。

６．補助金申請の際はドル申請とします。換算レートは2024年4月の

 ロータリーレートとします。支給は申請時のレートで支給します。



７．プロジェクト終了後１ヶ月以内に最終報告書を提出してください。

  ８．「ロータリー財団地区補助金とグローバル補助金授与と受諾の条件」

を遵守すること

９．地区補助金の申請は1クラブ1件とします。但し、クラブ合同プロジェクト

で代表クラブではないクラブは、別途他の地区補助金申請が可能

となります。



地区補助金事業の制約事項

ロータリー財団が定めたルールにより、以下の目的には地区補助金が適用されません。

詳しくは「ロータリー財団地区補助金の授与と受託の条件」をご覧ください。

授与と受託の条件を超えない範囲で、地区独自の裁量において、適合範囲を決めて
います。

１．特定の受益者、団体、地域社会に対する継続的または過度の支援

※同一プロジェクトあるいは、同一受益者に2年続けて実施することはできません。

２．土地及び建物の購入

３．募金活動（募金活動が付随しても良いが、募金活動に補助金の使用は不可）。

４．地区大会、創立記念式典などのロータリー行事に関連する経費

５．人道的活動または教育的活動に直接関連していない広報

６．1,000ドルを超えるプロジェクトの標識（ロータリーの盾、ロゴ、ステッカー、

看板等）

７．他団体の運営費、管理費、間接プログラム経費

８．受益者からの金銭の受領



９．受益者や協力団体への使途無指定の現金寄付

→使途指定の現金寄付を行った場合は協力団体の情報、購入品や設置場所

の写真、購入した全ての品の領収書と請求書のコピーを添付した協力団体か

らのロータリークラブ宛の領収書が必要

１０．既に進行中または完了した活動と経費

１１．ロータリアン、ロータリークラブ、ロータリー関係組織、ロータリーの職員、更に

これらの全ての者の配偶者・直系卑属・直系卑属の配偶者、直系尊属に直接

利益をもたらすこと

青少年交換学生を支援するプロジェクトを計画する場合の留意点

１．補助金の対象となる費用 →青少年交換学生の経費（国内旅行、活動

費、学用品費等）

２．補助金の認められない経費  → 青少年交換学生の生活費（食費、小

遣い等）、引率するロータリアンの経費、ホストファミリーに対する支払

※尚、2750地区では独自のルールとして、ＲＹＬＡに対する補助金は適用できない事
としています。インターアクトの奉仕プロジェクトのための補助金申請はスポンサー
クラブの申請となります



プロジェクト開始前のご留意事項

１．補助金専用口座の確認

13

①プロジェクト専用口座をお使いください。

②補助金利用プロジェクトに関わるすべての入出金を専用口座にて

行ってください。

③専用口座は、０にしてプロジェクトを開始し、終了時には０にしてご報

告ください。

④補助金入金前にプロジェクトを開始されるクラブは、専用口座にク

ラブ拠出金及び必要であれば補助金相当額を入金いただき、プロ

ジェクト終了時に、専用口座から補助金該当額をお戻しください。

専用口座からすべての出し入れが記録されることが重要です。



プロジェクト開始前のご留意事項

２．その他の事項
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①他団体との共催の場合、他団体の広告や他団体が継続して使う

ものの購入、他団体の運営費に充当することのないようにして

ください。

②プロジェクトの受益者およびプロジェクトに関する支払先に

ロータリアン、ロータリアン関係者、家族、所属する会社等が

含まれないようにしてください。



プロジェクト実行中のご留意事項

１．申請時と実行時の大幅なプロジェクト内容

の変更について
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申請時と実行時、報告時でプロジェクトの内容の大幅な変更はでき
ません。

大幅な内容の変更があった場合は、基本的に返金処理になります。

地区補助金委員会及び地区資金管理委員会が、やむを得ない変更と
認める場合もありますので、変更可能性が判明した時点で、必ず補助
金委員会にご相談ください。

※予算の変更、受益者の変更、支払先の変更、実施場所の変更

申請にない物品の購入 等



プロジェクト実行中のご留意事項

２．予算の変更について
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①当初計画より支出額が大きくなった場合

不足額をクラブ拠出金にて対応してください。

②支出額が少なくなった場合

・クラブ拠出金の減額

・クラブ拠出金を０にしてもまだ残金がある場合

残金が１００ドル以上 余った金額全額を返金

残金が１００ドル未満 クラブニコニコへ

いずれも事前に補助金委員にご相談ください。



プロジェクト実行中のご留意事項

３．寄贈品について
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寄贈品には、可能な限り「ロータリー徽章」及び「ロータリークラブの
名前」を明記ください。

例） プレート 、 シール 、立て札 等

※これらは、オクトンでも注文できますが、ロゴマークは、Mｙ Rotary

からダウンロードしてお使いいただいても結構です。使い方について
は、公共イメージ委員会より指針がありますので、お問合せください。

※上記については、すべて合わせて上限＄１,０００までとなります。



プロジェクト実行中のご留意事項

４．海外でのプロジェクトについて
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地区補助金、グローバル補助金に関わらず、すべての補助金プログ

ラムは、クラブが主体（主催）あるいは共催のプロジェクトである必要

があります。「共催」は名前だけでなく、プロジェクトの立案、計画、実

行のすべてに深く関わることを言います。

コロナ下において、海外でのプロジェクトの場合、主体となって、ある

いは共催としてプロジェクトに深く関わることが、実行中に難しくなること

がありました。このことに十分ご留意いただいてプロジェクトを成功に導

いてください。



考えられる事例

①実際の実行は、現地の団体や企業に任せており、運営自体、把握できない

②自国ではないので、現地の様子が全くわからず、自らが管理できない

③現地の団体や企業を管理しきれず、実行内容が大幅に変更になった

④寄贈する予定のものが入手できず、別のものを寄贈した。

⑤現地が予算として考えていて、ある物品が安くなったため、他のものを購入し
た 注１）

⑥予算として考えていたため、あるものを安く購入し、別のものを高額なものに
変更した 注２）

※注１）、注２）に関しては、海外に限らず、日本国内でも問題になることがあり
ます。

現地の協力団体への現金寄付にならないようにご注意ください。



報告時のご留意事項

１．クラブが主体となって、プロジェクトを実行
した証明について
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すべての補助金プログラムは、クラブが主体（主催）あるいは共催のプ
ロジェクトである必要があります。「共催」は名前だけでなく、プロジェクトの
立案、計画、実行のすべてに深く関わることを言います。

クラブが主体となって行ったことは、報告時の写真や広報資料等で判断
できます。これらの資料を報告時には必ずご用意ください。

・受益者とクラブメンバーの写真（プロジェクト実行時、引き渡し式等）

・現場での活動の様子のわかるもの（写真や広報資料）

・クラブ名が表示されているプレートやシール等（寄贈品や植栽等）

・クラブ宛ての、受益者からの感謝状や手紙

・広報資料（クラブのWebページ及びそれ以外の新聞記事等の資料）



報告時のご留意事項

２．提出期限について
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・報告書の提出期限は、プロジェクト終了後、１か月以内です。報告書が完
了しませんと、新しい年度の補助金申請を承認することができず、新年度
のプロジェクトの実行に影響しますので、必ず１か月以内のご提出をお願
いいたします。

なお、何らかの理由で遅れる場合、もしくは可能性がある場合は、必ず
事前に補助金委員会にご報告、ご相談ください。

オンライン報告書に添付するもの

 ①領収書（銀行振り込みの場合を含むすべての支払い）

 ②プロジェクトに関する写真、新聞記事、Webページ等のプロジェクトの全
体がわかる資料

 ③補助金専用口座の表紙と明細のコピー

 ④補助金委員会もしくは資金管理委員会より依頼する各種の書類（必要な
場合）



地区補助金委員会と資金管理委員会の
裁量範囲について

◆ 授与と受託の条件をベースに、その範囲を超えない、かつ地区側で新たに
制限を加えています。
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・地区独自の裁量においては、各プロジェクトの適合内容の判断は地区の補助金

委員会で行っています。

・授与と受託の条件以外では、前年度の内容や問題点により、あるいは他の地区

で、本部の監査委員に指摘された情報を入手し、指摘がある前に事前に委員会で

範囲を決める場合があります。

・適合、不適合については、常にロータリー財団日本事務局とも連携をとっています。

・授与と受託の条件の記述内容の解釈や判断については、地区の補助金委員会

及び資金管理委員会にお任せください。

※上記にはハンドブックに掲載されていない内容も含まれることがあります。そのよ

うなケースに該当される場合、担当者からご連絡申し上げます。



授与と受託の条件における利害の対
立について

(Conflict of interest)

授与と受託の条件に記載されている「利害の対
立」は、ロータリー財団章典に記載されています。



ロータリー財団章典における利害
の対立（１）



ロータリー財団章典における利害
の対立 (２)



ロータリー財団章典における利害
の対立（３）



特にご注意いただくこと

◆ １．前年度と同じプロジェクトや受益者には実施できませ
ん

◆ ２．現金寄付又は寄付目的の行事には使用できません

◆ ３．8/1から4/30の期間に実施してください

◆ ４．承認後のプロジェクト内容の変更はできません

◆ ５．補助金専用口座ですべての入出金を行ってください

◆ ６．受益者から金銭を受け取ってはいけません



２０２４-２５年度
補助金管理セミナー

２０２４年２月６日

地区補助金

オンライン申請の手順について



財団HPをクリック



補助金委員会をクリック



２月下旬に
オンライン申請シミュレーションが
UPされます



202４-2５年度

申請書/報告書をクリック

クラブIDとPASSが必要です







2024-25年度地区補助金申請用（2024年4月1日～5月31日）



2024-25年度地区補助金申請用（2024年4月1日～5月31日）



4月のレート







2023-24年度地区補助金申請用（2023年4月1日～5月31日）



オンライン申請開始までのスケジュール

◆ ２月６日 補助金管理セミナー

◆ ２月下旬 クラブIDとパスワードを配布

本マニュアルを補助金ページにUP

オンライン申請シュミレーション版利用可

◆ ４月１日午前 202４-2５年度オンライン申請開始



 ２０２４-２５年度 補助金管理セミナー

グローバル補助金について（GG）

道田 淳 委員／東京山王RC

2024年2月6日



2022-23年度の補助金の概要
My Rotary：「 https://www.rotary.org/ja/about-rotary/rotary-foundation 」より

地区補助金（DG）

473 件／2,600万ドル

→ 2750地区の実績数 65件／13.7％

グローバル補助金（GG）

1,092件／5,500万ドル

→ 2750地区の実績数 11件／1％



第2750地区内 GG申請一覧表 1/12付
下書き3件、認証待ち2件、承認済み11件、合計16件

状態 クラブ 重点分野 実施国 予算総額

1下書き クロスシティ
水と衛生/基本的教育と識字率の向
上

ネパール 63,250 

2下書き 赤坂 母子の健康 ペルー

3下書き 羽田 水と衛生 マレーシア

4認証待ち調布むらさき 水と衛生 メキシコ 51,300 

5認証待ち米山友愛 平和構築と紛争予防 ウクライナ 37,818 

6承認済 愛宕 地域社会の経済発展 日本 42,000 

7承認済 中央新 基本的教育と識字率の向上 インド 120,949 

8承認済 世田谷 疾病予防と治療/母子の健康 タイ 35,886 

9承認済 パラオ 疾病予防と治療/母子の健康 パラオ 44,193 

10承認済 米山友愛 母子の健康 インド 52,130 

11承認済 稲城 疾病予防と治療 台湾 60,000 

12承認済 広尾 水と衛生 ケニア 101250

13承認済 米山Eクラブ 平和構築と紛争予防 アメリカ 75,450 

14承認済 パラオ 疾病予防と治療 パラオ 42,000 

15承認済 サンライズ汐留 疾病予防と治療 台湾 93,963 

16承認済 米山友愛 疾病予防と治療 インド 34,425 



 ３年前の年次基金への

一人あたりの平均寄付額が０円だった

 2024-25年度の補助金管理セミナーを欠席した

 2024-25年度に地区とのＭＯＵを締結していない

次のいずれかに該当するクラブは、
補助金支給の対象外とします



 ロータリーの７つの重点分野に該当する活動

 持続可能な成果をもたらす活動

測定可能な成果をもたらす活動

予算額30,000ドル以上の大規模なプロジェクト

海外のパートナークラブと協同

以上に該当する人道的なプロジェクトを支援します

＊ただし補助金委員会の担当分

グローバル補助金（GG）とは



ＧＧの対象となるプログラムの条件

１）７つの重点分野に関連した人道的プロジェクト

・平和構築と紛争予防

・疾病予防と治療

・水と衛生

・母子の健康

・基本的教育と識字率向上

・地域社会の経済発展

・環境の保全



２）事前調査によるニーズの証明

地域のニーズを正確にかつ具体的に

証明するための事前調査を行う

３）持続可能なプロジェクト

補助金終了後も地域社会の人々が自力でニーズに

取り組めるよう支援することによって長期的な解決策をもたらす

４）測定可能なプロジェクト

評価に用いる基本データを記録し、少なくとも３年間、

どのような変化がもたらされたかを具体的に示せる



５）報告書

プロジェクト期間は１年以上でも問題ないが、

12ヶ月毎に中間報告書を提出する必要あり

最終報告書はプロジェクトは終了後2ヶ月以内に提出

６）「ロータリー財団地区補助金と

グローバル補助金授与と受諾の条件」を遵守

７）プロジェクト総額が30,000ドル以上



地区財団活動資金（DDF）だけでなく

国際財団活動資金（WF）からも、

プロジェクト予算として使用できます

GG補助金額と予算イメージ

援助国側クラブとして2,000ドルを拠出すると、

地区財団活動資金（ DDF ）より20,000ドル（最大10倍より）、

国際財団活動資金（ WF ）より16,000ドル（DDFの80％）、

プロジェクト合計額は38,000ドルとなります

２つの
補助金

試算例



My Rotaryの活用
ロータリーショーケース
で検索 ＊「情報＆リソース」

協同できそうな
海外パートナーを見つける！

① 実施国側の
パートナーを見つける

② 計画中の
プロジェクトを見つける

・７大重点分野
・実施国
・地区、クラブ名

で検索が可能です



ロータリーショーケース
の活用

参加できそうな
GGプロジェクトを探す！

協同提唱者を
募集中のプロジェクトが
200件以上掲載されてます！

グローバル補助金の
協同提唱者を募集しています！



My Rotaryからログインし、オンラインで申請します

ロータリー財団→補助金を申請する→グローバル補助金と

進んで下さい、「グローバル補助金 オンライン申請手続き」に
申請内容の詳細が記載されています

地区ＤＤＦを使用する場合はオンライン申請を行い、
申請データをPDF化して、補助金委員会にＤＤＦ申請し、
承認を得てください
ガバナー、ロータリー財団委員長の署名が必要です

オンライン申請は、クラブのプロジェクト担当者が直接入力
し、パートナークラブやTRF担当者とやりとりする必要があ
ります

GGの申請について



GG申請@My Rotary
には、手助けしてくれるリソースと参考資料があります！



GGの特徴
地域から世界へ より大きなインパクトを!

GG（グローバル補助金）は、
私たちクラブが拠出する資金（2,000ドル〜）や補助金（36,000ドル〜）を
利用して、７つの重点分野、大きな資金規模、海外クラブとの協同により、
私たちの行く事の出来ない場所で、実施する事の出来ない奉仕活動に使
えます

DG（地区補助金）は、
私たちクラブが拠出する資金（0円〜）や補助金（2,000〜5,000ドル）を
利用して、所属する地域の奉仕活動に使用します



GGの申請受付期間

今年度のDDF申請受付期間
2024年 3月1日～2025年 1月31日
随時受付ですが、DDF予算額に達した時点で終了します

ご清聴ありがとうございました！

GGは、クラブとTRFとの直接のやりとりになりますが、
補助金委員会では申請から終了までをサポートします
計画の早い段階でご相談ください

最後に、



「グローバル補助金実例紹介」

〜グローバル補助金の申請における失敗と成功例〜

プロジェクト名

難民就活プロジェクト-日本に逃れた難民の社会統合と就労支援-

• 受益者は日本国内の難民の背景がある人材(以下、難民人材)及び日本企業。

• 日本に滞在する難民人材に対して、職業訓練を行う。

• 日本企業への就職を支援し、雇用による活躍と安定した在留資格の獲得を目指す。

• 日本企業にとっても専門的知識を有する難民人材を雇用することで、その成長を

達成し、グローバル化を促進できる。 

• 日本全国に住む難民認定申請者の方を対象。



「グローバル補助金実例紹介」

プロジェクトパートナー

（モニタリングと評価のために情報を収集役割兼ねる）

特定非営利活動法人WELgee(ウェルジー)

日本に逃れた難民とともに未来を築く団体。これまで7年以上、難民人材の就労・

キャリア支援に挑戦し、実績を残す。

紛争・迫害などから逃れ日本にやってきた難民たちが、経験や専門性を生かして希

望を持って日本で人生を再建するため「就労・キャリア」に特化したプログラムを展開。

代表理事 

渡部カンコロンゴ 清花

Forbes 30 under 30のJapan / Asia 選出。

日経ウーマン・オブ・ザ・イヤー2022受賞。静岡文化芸術大学卒業、東京大学大学院

 総合文化研究科・人間の安全保障プログラム 修士課程修了。サンデーモーニングコメ
ンテーター。



「グローバル補助金実例紹介」



「グローバル補助金実例紹介」



「グローバル補助金実例紹介」

GG補助金

その1：クラブ拠出金（プライマリースポンサー＝愛宕RC 実施国側RC＝
○○国の○○RC 合計）$2,000＝①

※実施国側が$0でも成立

その2 RI2750地区 DDF＝①×10倍＝$20,000（上限）＝②

その3 WF（ワールドファンド）＝②の80％＝$16,000＝③

（最低値$15,000以上）

①＋②＋③＝$38,000

事実上、これが最低成立条件となります。



「グローバル補助金実例紹介」

その他、

TRF（ロータリー財団本部）と英語でやりとり必要と思われていますが、Steven 
Sundstromさんは

全てメール＆電話は日本語でOKでした。

申請から6ヶ月以内にTRFで承認される必要があります。

3年間資料保管→12ヶ月ごとに報告義務（プロジェクトは数年にまたがれます）

GGについては、予算立ての前に、内容の精査が重要で、ほとんどがそこで断念するこ
とになる

ので内容をしっかり７重点分野に適合しているかなど十分に考える必要があります。

MyRotary 承認時点の問題点！

入力した後各クラブ、当年度会長承認ボタン

会長とガバナー

入力して会長承認ボタンが押されないと、アクティブになりません。



「グローバル補助金実例紹介」

MyRotaryで確認すべきページ

補助金センターで申請や報告などをアクセスが出来ます。

補助金センターご利用ガイド

グローバル補助金ガイド

ロータリー財団グローバル補助金 授与と受諾の条件

ロータリー財団地区補助金 授与と受諾の条件



「グローバル補助金実例紹介」



「グローバル補助金実例紹介」

日本が実施国になることはいままで稀。

世界の情勢も変化したのでこれからはパートナーのクラブと

実施国日本として考えると大きな金額の奉仕事業ができる。

しかし

SeattleRCの理事会承認された額は$1,000のみ。

↓

穴埋めとして

愛宕RCのPHSが1,000×3＝3,000を使途指定寄付で

行ったところ→NG

結果、愛宕ニコニコからSeattleに送金し、援助国クラブから

送金できて完了した。



「グローバル補助金実例紹介」

補助金委員会の他に、お世話になった方々

Steven Sundstrom | スティーヴン・サンドストロム

Regional Grants Officer | Rotary Grants | ロータリー財団補助金
担当部

第２・３ゾーン（日本）第８ゾーン（濠）第３２ゾーン(米)

山本 律子 Ritsuko Yamamoto

国際ロータリー日本事務局 | 財団室・シニアコーディネーター



2023‐24年度委員長 横山宗祐（東京田園調布RC）

財団資金管理委員会



財団資金管理委員会の役割

⚫地区とクラブとの間で締結した覚書
(MOU)の管理

⚫地区補助金(DG)の報告書のチェック



地区の覚書(MOU)

⚫ MOUは補助金(GG/DG)を適正に使用するという誓約書

⚫ 補助金管理セミナーの受講が必修条件

⚫ 参加資格は1年毎に更新されるため、毎年提出が必
要（提出期限:2024年3月31日（日）)

⚫ 原本郵送（2750地区ガバナー事務所宛）が原則です
が、PDFファイルでのメール提出も可能です。

⚫ MOU送付先アドレス: 2750mou@gmail.com

⚫ メールでご提出いただいた場合は、MOUの原本は各
クラブで保管してください。

mailto:2750mou@gmail.com


MOUを締結するための条件
⚫補助金管理セミナーに参加すること

⚫ MOUを理解して会長エレクト（2024-25年
度会長）及び会長ノミニー（2025-26年度
会長）が署名して提出すること

⚫ MOUのコピーは５年間保管すること

⚫補助金資金の使用に関しては、クラブが
責任をもって管理すること

⚫財団資金管理委員会の監査に協力するこ
と



MOU提出
⚫提出用のMOU

（本日配布しています）



締結する為の禁止事項

⚫不正・偽造・会員情報の改ざん・重大な
過失・不適切な行為・報告書の偽造・認
められていない補助金資金使用等につい
ては参加資格が取り消される場合があり
ます。補助金も返金対象となります

• 未使用の補助金の承認外使用

• 本来の目的と違う補助金使用

• ロータリアンの経費

• 他団体が行う事業への資金提供



クラブ会長の責務

⚫補助金が適切な管理において使用される
ようにしてください

⚫補助金に関与する（受益者・物資調達先
等）すべての人がロータリアン及びロー
タリアンの家族・関係者であると認識さ
れる事態を避けるよう活動してください

⚫申請書に記載した内容以外の目的で補助
金を使用しないようにしてください



補助金の管理

⚫自クラブ宛の領収書のコピーの提出をし
て頂きます（領収書が提出できないとき
は、請求書と振込用紙）

⚫当該年度０円から始まり０円で終わる専
用口座の通帳のコピーを提出して頂きま
す

⚫資金のやり取りはすべて専用口座を使用
して行って頂きます（条件を満たす場合
には、ロータリーカードの使用も可）



報告書について

⚫地区が指定する報告書を期日までに提出
してください（プロジェクト終了後1か月
以内、最終2025年5月31日）

⚫その際には補助金申請書・報告書ウェブ
サイトで指定する必要書類もオンライン
でご提出いただきます



監査結果と注意事項

監査による主な発見・指摘事項

⚫ 補助金受領前の支払であったが、専用口座に
仮払金を入金をせず、専用口座を通さずに購
入先に支払われていた

⚫ 申請時の支出額と、報告時の支出額が異なっ
ていたが、補助金委員会への事前相談がな
く、理由書も添付されていなかった

⚫ 見積書や領収書が添付されていない

⚫ 出納帳の記載と通帳の金額が不一致 など



書類の保管

⚫補助金活動を実施した際は書類（申請・
報告書）を１０年間保管してください。



補助金不正使用について

⚫地区は各クラブが高潔性をもって資金を
使用している事を前提としています。

⚫クラブ内にて不正使用に関する管理監督
体制を構築して補助金を適切に使用する
ようにしてください。



ご清聴ありがとうございました



 国際ロータリー第２７５０地区 ２０２４-２５年度

   ロータリー財団委員会 補助金管理セミナー

     資金推進委員会

委員長 須田宏樹（東京昭島中央RC)



•財団プログラムの主な資金源となるのが年次基金、恒久基金、

  ポリオプラス基金の地区目標に向けてご寄付をお願いしており
ます。

各クラブの会長、幹事、財団委員長の方に財団の内容を深く

ご理解頂き財団委員会の伝道師としてのご協力をお願致します

寄付ー資金推進委員会



•寄付実績２３年７月～２３年１２月

✓ 年次基金１００％以上達成 ２１クラブ

✓ ポリオプラス ７５クラブ

✓ 恒久基金 ３９クラブ

寄付ー資金推進委員会



寄付の地区目標

•ポリオプラス基金への寄付 １人 ＄３０

•年次基金への寄付 １人 ＄１５０

•恒久基金（ベネファクター）

会員数９９名までのクラブは１名（＄１０００）

１００名以上のクラブは ２名（＄２０００）

ローターアクトクラブの地区目標 １クラブ ＄１５０





寄付の集め方

事例

• 年会費の一部として基金を組み込む

• 会長、幹事あるいはパスト会長でローテーションにて寄付を行う

• クラブの財団委員長中心に11月の財団月間などで会員に
推進をして頂きたい

寄付ー資金推進委員会



• ロータリー財団では、個人やクラブからのご寄付に対して感謝の気持ち
を表すために、さまざまな認証プログラムがございます

• ベネファクター
遺言またはそのほかの遺産計画にロータリー財団恒久基金を1,000ドル
以上の受取人として指定した方、または恒久基金に1,000ドル以上を現
金で寄付された方。ベネファクターには、認証状と記念の襟ピンが贈ら
れます

• ポール・ハリス・フェロー
年次基金、ポリオプラス、承認された財団補助金のいずれかに1,000ド
ル以上を寄付した方寄付者は、ご本人以外の方のお名前で1,000ドル以
上を寄付することで、ポール・ハリス・フェローの称号をほかの人に贈
ることもできます

寄付ー資金推進委員会



•マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

年次基金、ポリオプラス基金、または財団が承認した補助金プ
ロジェクトに追加で1,000ドル以上をご寄付いただくごとに、
「マルチプル・ポール・ハリス・フェロー」として認証されま
す

•ポール・ハリス・ソサエティ・メンバー

毎年合計1,000ドル以上を、年次基金、ポリオプラス基金、
またはロータリー財団が承認した補助金プロジェクトに
寄付する方

寄付ー資金推進委員会
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